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「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
が
国
連
で
採

択
さ
れ
て
二
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
と

い
う
こ
と
は
、
今
年
二
十
歳
に
な
る
人
た

ち
は
、「
子
ど
も
の
権
利
」
を
自
覚
し
た

教
育
を
受
け
、
こ
の
国
に
お
け
る
「
子
ど

も
の
権
利
」
思
想
の
発
展
と
と
も
に
成
長

し
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

た
し
か
に
、「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」

を
規
定
し
た
条
約
第
三
条
の
文
言
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
書
の
中
に
引
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
い
は
「
子
ど
も
は

権
利
の
主
体
で
あ
る
」
と
語
る
言
葉
が
、

特
に
違
和
感
な
く
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

つ
ま
り
、
二
十
年
の
月
日
が
経
過
す
る

中
で
、「
子
ど
も
の
権
利
」
思
想
が
一
定

の
市
民
権
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
実
際

に
入
学
し
た
学
生
た
ち
に
質
問
し
て
み
る

と
、「
子
ど
も
に
権
利
な
ん
か
与
え
る
と
、

も
っ
と
自
分
勝
手
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」「
乳
幼
児
に
権
利
な
ん
て
関
係
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
、
若
い
人
た

ち
は
意
外
と
醒
め
た
感
じ
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
学
生
と
話
し
て
い
る
と
、

い
っ
た
い
こ
の
国
は
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
を
批
准
し
た
後
、
子
ど
も
や
保
育
の

見
方
を
ど
の
よ
う
に
変
え
よ
う
と
し
て
き

た
の
か
と
、
私
な
ど
は
つ
い
考
え
込
ん
で

し
ま
う
の
で
す
。

い
や
、「
こ
の
国
は
」
と
他
人
事
で
語
っ

て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
幼
児

の
保
育
に
責
任
を
持
つ
私
た
ち
は
、
子
ど

も
を
権
利
主
体
と
捉
え
る
こ
と
で
、
子
ど

も
観
・
保
育
観
を
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に

変
え
て
き
た
の
か
、
深
い
所
で
問
い
直
す

こ
と
が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

実
際
、
幼
児
教
育
分
野
で
世
界
的
に
注

目
を
集
め
て
い
る
レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ

ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
し
て
も
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
テ
フ
ァ
リ
キ
に
し

て
も
、
実
践
の
背
後
に
あ
る
子
ど
も
観
や

保
育
観
を
深
部
で
問
い
直
し
、
幼
児
教
育

の
社
会
的
意
味
を
位
置
づ
け
直
そ
う
と
し

て
い
る
点
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
レ
ッ
ジ
ョ
の
園
の
玄
関
に

は
、
次
の
よ
う
な
子
ど
も
の
言
葉
を
書
い

た
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
と
い
い
ま
す
。

実
は
、
こ
こ
に
は
「
意
味
を
作
り
出
す

有
能
な
学
び
手
」
と
し
て
子
ど
も
の
こ
と

を
理
解
す
る
子
ど
も
観
が
存
在
し
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
う
し
た
子
ど
も
観
を
基
礎

に
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
レ
ッ
ジ
ョ
で
は

対
話
的
に
展
開
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

を
保
育
実
践
の
中
核
部
分
に
位
置
づ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

世
界
的
に
広
が
る
こ
う
し
た
子
ど
も
観

の
問
い
直
し
に
関
し
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
の

ピ
ー
タ
ー
・
モ
ス
は
、「
無
能
で
、
か
弱
く
、

無
垢
な
存
在
」
と
子
ど
も
を
捉
え
る
子
ど

も
観
や
、「
大
人
の
価
値
を
再
生
産
す
る

対
象
」
と
考
え
る
子
ど
も
観
を
否
定
し
、

「
大
人
と
共
に
世
界
を
構
成
す
る
共
同
構

成
者
」
と
し
て
子
ど
も
を
理
解
す
る
思
想

が
、
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
る
現
わ
れ
な

の
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
二
十
一
世
紀
と
い
う
時
代
を

文
化
や
価
値
観
を
異
に
す
る
人
間
が
対
話

的
に
共
存
す
る
時
代
と
と
ら
え
、
そ
う
し

た
社
会
的
・
文
化
的
文
脈
の
中
で
保
育
の

機
能
を
捉
え
直
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
日
本
の
幼
稚
園
の
実
践
を
、
こ

う
し
た
国
際
的
議
論
の
中
に
、
ぜ
ひ
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

視
点

幼
稚
園
の
役
割
を
社
会
的
・
文
化
的

文
脈
の
中
で
問
い
直
す

加
藤 

繁
美
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私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

の
財
政
措
置
は
、
前
回
お
知
ら
せ
し
た
国

庫
補
助
金
と
今
回
お
知
ら
せ
す
る
地
方
交

付
税
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
地
方
交
付
税
財
政
措
置
額
が
決
ま

り
、
平
成
二
十
一
年
度
の
私
立
幼
稚
園
関

係
政
府
予
算
（
案
）
が
す
べ
て
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
の
私
立
高
等
学
校
等

経
常
費
助
成
費
補
助
の
幼
稚
園
分
の
園
児

一
人
あ
た
り
単
価
は
前
回
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
二
万
二
千
五
百
八
十
七
円
（
対
前

年
度
比
〇・
八
％
ア
ッ
プ
）。
地
方
交
付
税

分
は
前
年
度
に
比
べ
て
近
年
に
な
い
大
幅

な
増
額
で
四
千
二
百
円
（
対
前
年
度
比
三
・

〇
％
ア
ッ
プ
）
増
の
十
四
万
四
千
四
百
円

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
庫
補

助
金
と
地
方
交
付
税
に
よ
る
財
源
措
置
を

あ
わ
せ
た
園
児
一
人
あ
た
り
の
単
価
は
、

四
千
三
百
七
十
九
円
増（
対
前
年
度
比
二
・

七
％
ア
ッ
プ
）の
十
六
万
六
千
九
百
八
十
七

円
と
な
り
ま
し
た
。

私
立
幼
稚
園
を
強
力
に
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
、
幼
児
教
育
議
員
連
盟
の
国
会
議

員
の
先
生
方
を
は
じ
め
関
係
議
員
の
先
生

方
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
の
関
係
部
局

の
皆
様
に
は
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

園児一人あたり単価、国庫補助と合わせて

１６６，９８７円（対前年 2.7％アップ）

区　分 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 伸び率 金額

幼
稚
園

地方交付税 130,400 133,000 136,200 138,400 140,200 144,400 3.0% 4,200 

国庫補助金 21,387 21,581 21,994 22,252 22,408 22,587 0.8% 179 

合　計 151,787 154,581 158,194 160,652 162,608 166,987 2.7% 4,379 

小
学
校

地方交付税 233,200 235,700 239,200 240,900 242,300 247,900 2.3% 5,600 

国庫補助金 42,761 43,089 43,638 43,898 44,072 44,116 0.1% 44 

合　計 275,961 278,789 282,838 284,798 286,372 292,016 2.0% 5,644 

中
学
校

地方交付税 233,200 235,700 239,200 240,900 242,300 247,900 2.3% 5,600 

国庫補助金 44,366 44,706 45,273 45,546 45,726 45,772 0.1% 46 

合　計 277,566 280,406 284,473 286,446 288,026 293,672 2.0% 5,646 

高
　
校

地方交付税 234,600 236,900 240,100 241,600 242,800 248,200 2.2% 5,400 

国庫補助金 50,082 50,469 51,360 51,960 52,325 52,743 0.8% 418 

合　計 284,682 287,369 291,460 293,560 295,125 300,943 2.0% 5,818 

●園児等１人あたり単価 （単位：円）
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全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

一
月
二
十
七
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に

お
い
て
団
体
長
会
・
理
事
会
合
同
会
議
が

開
催
さ
れ
、
五
十
八
人
（
代
理
出
席
を
含

む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
香
川
敬
副
会
長

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
吉
田
敬
岳
会

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
文
部
科
学
省
の
濵
谷

浩
樹
幼
児
教
育
課
長
か
ら
平
成
二
十
一
年

度
私
立
幼
稚
園
関
係
政
府
予
算
及
び
平
成

二
十
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
・
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
関
連

の
資
料
は
四
〜
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

そ
の
後
、
議
長
に
武
田
正
廣
氏
（
秋
田

県
）、
岡
本
壯
二
氏
（
岡
山
県
）
を
選
出
。

議
事
録
署
名
人
は
松
下
瑞
應
氏
（
和
歌
山

県
）、
坪
井
久
也
氏
（
香
川
県
）
が
選
任

さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
①
平
成
二
十
一
年
度
私
立
幼

稚
園
関
係
政
府
予
算
の
件
／
田
中
辰
実
政

策
委
員
長
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
私
立
幼

稚
園
関
係
政
府
予
算
に
つ
い
て
資
料
を
も

と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
②
公
益
法
人
制
度
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
の
件
／
村
山
十
五
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説

明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
協
議
案
件
・
今
後
の
全
日
私
幼
連
会
費

に
つ
い
て
／
特
別
会
費
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
三
年
度
よ
り
改
訂
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
・
平
成
二
十
一
年
度
全
日
私

幼
連
会
費
の
件
／
平
成
二
十
一
年
度
よ
り

「
特
別
会
費
」
の
名
称
を
「
振
興
会
費
」

に
変
更
す
る
。
一
般
会
費
、
振
興
会
費
の

額
に
つ
い
て
は
前
年
同
額
と
す
る
こ
と
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
／

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の
委
員
会
か
ら
活

動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
そ
の
他
／
各
委
員
会
委
員
長
か
ら
活
動

状
況
等
の
報
告
・
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

川
畠
教
孝
監
事
か
ら
監
事
所
見
が
あ

り
、
安
家
周
一
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば

で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
事
務
局
職
員
と
し
て
大
野
聡
さ

ん
を
一
月
十
三
日
付
で
採
用
し
ま
し
た
。
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一
月
二
十
八
日
、
文
部
科
学
省
は
「
幼

稚
園
幼
児
指
導
要
録
の
改
善
に
つ
い
て
」

（
通
知
）
を
各
都
道
府
県
の
教
育
長
、
知

事
等
へ
発
出
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
教
育
要

領
の
改
訂
に
伴
っ
て
指
導
要
録
が
改
善
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
要
旨
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
改
善
の
要
旨
／
従
前
の
「
ね
ら
い
と
発

達
の
状
況
」
及
び
「
指
導
上
参
考
と
な
る

事
項
」
を
ま
と
め
「
指
導
上
参
考
と
な
る

事
項
」
と
し
た
こ
と

▼
実
施
時
期
／
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
実

施
な
お
、
今
回
の
幼
稚
園
幼
児
指
導
要
録

の
改
善
を
受
け
て
「
認
定
こ
ど
も
園
こ
ど

も
要
録
」の
通
知
も
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
幼
児
指
導
要
録
の
通
知
文
は
八
〜

十
一
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
幼
児
指
導
要
録
の
様
式
の
参
考

例
及
び
認
定
こ
ど
も
園
こ
ど
も
要
録
の
通

知
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
日
私
幼
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
月
一
日
、
文
部
科
学
省
は
人
事
異
動

を
発
令
し
ま
し
た
。

新
津
勝
二
幼
児
教
育
課
課
長
補
佐
が
初

等
中
等
教
育
局
教
科
書
課
課
長
補
佐
に
就

任
さ
れ
、
後
任
の
課
長
補
佐
に
は
、
殿
崎

雅
弘
氏
（
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課

程
研
究
セ
ン
タ
ー
基
礎
研
究
部
基
礎
研
究

課
長
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
北
海
道
地
区
／
7
月
28
・
29
日
、
北
海

道
・
札
幌
市
▼
東
北
地
区
／
10
月
23
・
24

日
、
福
島
県
・
い
わ
き
市
▼
関
東
地
区
・

神
奈
川
地
区
／
8
月
20
・
21
日
、
新
潟
県
・

新
潟
市
▼
東
京
地
区
／
7
月
21
・
22
日
、

東
京
都
・
千
代
田
区
▼
東
海
・
北
陸
地
区

／
7
月
30
・
31
日
、
福
井
県
・
福
井
市
▼

近
畿
地
区
・
大
阪
地
区
／
8
月
25
・
26
日
、

和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
▼
中
国
地
区
／
8

月
18
・
19
日
、
岡
山
県
・
岡
山
市
▼
四
国

地
区
／
8
月
6
・
7
日
、
愛
媛
県
・
松
山

市
▼
九
州
地
区
／
8
月
21
・
22
日
、
福
岡

県
・
福
岡
市

ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
元
副
会

長
の
大
貫
英
一
先
生
（
静
岡
・
蒲
幼
稚

園
）
が
一
月
二
十
四
日
、
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
八
十
歳
。

大
貫
英
一
先
生
は
、
静
岡
県
私
立
幼

稚
園
協
会
会
長
、
全
日
私
幼
連
地
区
会

長
を
歴
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
八

年
度
か
ら
平
成
九
年
度
ま
で
全
日
私
幼

連
副
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

告
別
式
は
一
月
二
十
八
日
、
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
蒲
幼
稚
園
遊
戯
室
で
執

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
大
貫
寿

夫
氏
。

大 貫 英 一
先生が逝去
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●資料／幼稚園幼児指導要録の改善について
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去
る
一
月
十
九
日
・
二
十
日
、
京
都
市
・

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
㈶
全

日
私
幼
研
究
機
構
の
「
平
成
二
十
年
度
全

国
研
究
研
修
担
当
者
会
議
」が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
百
十
五
人
の
研
究
研
修
担
当
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
吉
田
敬

岳
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
19
日
／
▼
報
告
「
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
研
究
研
修
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
」

東
重
満
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修

委
員
長
▼
報
告
１
「
教
員
免
許
更
新
制
〜

平
成
二
十
一
年
度
・
免
許
状
更
新
講
習
に

つ
い
て
」
宮
内
健
二
文
部
科
学
省
初
等
中

等
教
育
局
教
職
員
課
教
員
免
許
企
画
室
室

長
▼
報
告
２
「
教
員
免
許
更
新
制
〜
平
成

二
十
一
年
度
・
本
財
団
が
実
施
す
る
免
許

状
更
新
講
習
に
つ
い
て
」
田
中
雅
道
㈶
全

日
私
幼
研
究
機
構
副
理
事
長
▼
検
討
協

議
：
報
告
Ⅰ
「
教
員
免
許
更
新
制
」
を
受

け
て
、地
区
ご
と
に
「
平
成
二
十
一
年
度
・

免
許
状
更
新
講
習
」
に
つ
い
て
検
討
協
議

を
行
な
う
▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
研
究
・
研
修
に
つ
い
て
」
パ
ネ
リ
ス
ト

／
田
中
雅
道
副
理
事
長
、
安
家
周
一
全
日

私
幼
連
副
会
長
、
東
重
満
研
究
研
修
委
員

長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
黒
田
秀
樹
研

究
研
修
副
委
員
長
▼
情
報
交
換
：
地
区
ご

と
に
「
教
員
免
許
更
新
制
」
を
中
心
に
、

私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
、
五
歳

児
研
究
に
つ
い
て
検
討
協
議
・
情
報
交
換

を
行
な
う

○
20
日
／
▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
に
つ

い
て
」
パ
ネ
リ
ス
ト
／
岩
立
京
子
国
立
大

学
法
人
東
京
学
芸
大
学
教
授
、
田
中
泰
行

研
究
研
修
委
員
、
齋
藤
善
郎
研
究
研
修
委

員
、
中
邑
隆
哉
研
究
研
修
委
員
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
・
安
達
譲
研
究
研
修
副
委
員

長

申込が始まっています申込が始まっています
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い
よ
い
よ
本
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
二

年
度
末
（
平
成
二
十
三
年
三
月
末
日
）
に

更
新
確
認
期
限
を
迎
え
る
昭
和
三
十
年
、

四
十
年
、
五
十
年
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
の
免

許
状
更
新
講
習
の
受
講
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
関

係
機
関
や
幼
稚
園
へ
の
通
知
に
よ
り
こ
の

制
度
の
周
知
を
進
め
、
㈶
全
日
本
私
立
幼

稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
で
も
文
部
科
学

省
か
ら
認
定
さ
れ
る
免
許
状
更
新
講
習
の

開
設
団
体
と
し
て
免
許
状
更
新
講
習
開
設

の
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
制
度

の
周
知
・
啓
発
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
度
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
私
立
幼
稚
園
に
関
係
す
る
保
育

者
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
情
報
に
特
化
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

二
月
中
に
は
各
都
道
府
県

団
体
を
通
じ
て
各
幼
稚
園

に
配
布
し
、
新
年
度
の
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
各

幼
稚
園
に
教
職
員
数
分
を

送
付
す
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
と
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
環
境

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
ま
ず
一
人

ひ
と
り
の
保
育
者
が
自
分
の
教
員
免
許
の

確
認
期
限
（
更
新
時
期
）
を
き
ち
ん
と
把

握
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
免

許
状
更
新
講
習
の
受
講
手
続
き
か
ら
受
講

に
際
し
て
の
注
意
、
受
講
が
完
了
し
て
か

ら
勤
務
す
る
園
が
所
在
す
る
都
道
府
県
教

育
委
員
会
へ
の
更
新
手
続
き
に
至
る
ま
で

を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
化
し
て
ま
と
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
私
立
幼
稚
園
に
関
係
す
る
保
育

者
な
ら
で
は
の
疑
問
点
を
整
理
し
、
Ｑ
＆

Ａ
形
式
で
回
答
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
実
際
の
免
許
状
更
新
講
習
を
実
施
す

る
各
都
道
府
県
私
立
幼
稚
園
団
体
事
務
局

の
基
本
情
報
を
一
覧
に
ま
と
め
、
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
問
い
合
わ
せ
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
幼
稚
園
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
保

育
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
教
員

免
許
の
更
新
を
行
な
わ
な
い
ま
ま
保
育
の

仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
将
来
、
幼
稚
園
で
保
育
の
仕

事
に
従
事
す
る
こ
と
を
予
定
な
い
し
希
望

し
て
い
る
在
宅
や
他
の
職
業
に
従
事
さ
れ

て
い
る
方
々
も
、
免
許
更
新
を
行
な
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

会
員
園
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

現
職
の
保
育
者
は
も
と
よ
り
元
職
員
の

方
々
、
保
護
者
で
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を

お
持
ち
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
、
認
定
こ
ど

も
園
や
関
係
す
る
保
育
所
の
皆
様
等
に
対

し
て
も
、
広
く
教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い

て
の
正
し
い
情
報
提
供
と
、
本
財
団
で
開

催
い
た
し
ま
す
免
許
状
更
新
講
習
の
周
知

に
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.youchien-kikou.com
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県花・ネモトシャクナゲ

　
　

重
要
な
市
町
村
対
策

県花・ウメ

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

福
島
県
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
自

動
車
産
業
や
半
導
体
分
野
な
ど
の
経
営
悪

化
を
受
け
景
気
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。
少

子
化
の
中
で
、
企
業
の
倒
産
や
事
業
所
の

統
合
が
進
み
、
さ
ら
に
園
児
の
転
出
が
進

む
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。
幼

稚
園
に
と
っ
て
明
る
い
材
料
は
、
就
園
奨

励
費
に
お
い
て
無
償
化
が
実
現
し
た
こ
と

で
す
。
ま
た
安
心
こ
ど
も
基
金
に
お
け
る

認
定
こ
ど
も
園
に
対
す
る
施
設
整
備
事
業

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
二
点
と
も
鍵
を
握

る
の
は
各
市
町
村
で
す
。

就
園
奨
励
費
に
お
い
て
は
、
国
の
こ
の

制
度
を
実
行
で
き
る
か
心
配
で
す
。
な
ぜ

な
ら
現
実
に
制
度
通
り
に
実
施
し
て
い
な

い
市
町
村
が
あ
り
、
ま
た
市
町
村
の
財
政

も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
も
現
実
で

す
。
保
育
行
政
と
の
制
度
の
違
い
に
愕
然

と
し
ま
す
。
安
心
こ
ど
も
基
金
に
つ
い
て

も
市
町
村
が
事
業
計
画
し
、
県
に
計
画
を

取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。
教
育
委
員
会
を
窓
口
に
し
て
い
る

市
町
村
で
は
、
計
画
す
ら
策
定
し
な
い
の

で
は
な
い
か
と
不
安
で
す
。
県
の
運
営
費

補
助
の
増
額
も
大
切
な
振
興
対
策
で
す
。

今
後
は
県
協
会
と
し
て
も
市
町
村
の
対
策

を
柱
に
考
え
、
各
地
域
に
根
ざ
し
た
幼
稚

園
の
力
を
活
性
化
す
る
事
も
重
要
な
振
興

政
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

数
年
前
よ
り
市
町
村
の
窓
口
を
強
化
す

る
た
め
公
私
幼
保
の
窓
口
の
考
え
方
や
財

政
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
市
町
村

に
対
し
実
施
し
て
い
ま
す
。本
協
会
で
は
、

毎
年
活
動
報
告
書
と
し
て
「
福
島
県
私
立

幼
稚
園
白
書
」
を
発
行
し
、
私
立
幼
稚
園

の
実
情
、
市
町
村
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

デ
ー
タ
分
析
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。
県
や

市
町
村
、
議
員
に
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
に
と
っ
て
市
町
村
の
窓
口
は
、

近
く
て
遠
い
存
在
で
す
。
こ
の
白
書
が
市

町
村
行
政
の
突
破
口
と
な
る
こ
と
を
夢
見

て
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

福
岡
県
財
政
も
全
国
の
都
道
府
県
同

様
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
本
協
会
と
退
職
金
基
金
社
団

は
行
政
、
議
会
と
密
接
な
関
係
を
維
持
す

る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
関
係
の
県
予
算
は

百
十
一
億
七
千
万
円
余（
平
成
二
十
年
度
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
県
に
は
、

非
学
法
園
が
七
十
二
園
あ
り
、
現
在
、
一

人
三
万
円
が
県
単
補
助
と
し
て
出
て
い
ま

す
が
、
園
経
営
の
厳
し
さ
か
ら
、
増
額
に

向
け
て
毎
年
予
算
要
望
の
重
点
目
標
と
し

て
県
議
会
に
請
願
を
し
、
採
択
い
た
だ
い

て
は
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

退
職
金
基
金
社
団
は
平
成
十
六
年
に
県

補
助
金
を
二
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
三
十
八

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

は
活
動
の
成
果
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
年
に
一
回
振
興
大
会
を
開
催

し
て
お
り
、
今
年
度
も
十
月
二
十
二
日
に

知
事
、
県
議
会
議
長
、
私
学
振
興
議
員
、

国
会
議
員
、行
政
の
方
々
の
出
席
の
も
と
、

一
部
：
振
興
大
会
、
二
部
：
記
念
講
演
の

構
成
で
実
施
し
ま
し
た
。

県
下
六
万
五
千
名
余
の
幼
稚
園
児
の
う

ち
九
三
％
六
万
八
百
名
余
の
園
児
が
私
立

幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来

賓
の
方
々
に
は
私
立
幼
稚
園
の
役
割
の
大

切
さ
を
一
様
に
語
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
家
庭

と
幼
稚
園
が
、
ま
た
行
政
や
議
会
が
そ
れ

ぞ
れ
何
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

県
の
私
学
振
興
議
員
連
盟（
四
十
三
名
）

と
は
、
こ
の
ほ
か
要
望
懇
談
会
や
勉
強
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
一
層
充
実
強
化
し
て
い
く

こ
と
も
、
幼
稚
園
振
興
の
た
め
に
は
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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小
寒
大
寒
と
過
ぎ
、
節
分
そ
し
て
立
春

で
す
。『
鬼
は
外
、
福
は
内
』
と
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
と
い
う
「
鬼
」
を
豆
で
吹
き
飛
ば

し
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
と
い
う
「
福
」

を
た
く
さ
ん
も
ら
い
た
い
で
す
◆
昨
秋
か

ら
景
気
の
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
立

幼
稚
園
へ
の
影
響
は
今
後
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
よ
い
情
報
も
入
っ

て
き
ま
し
た
。
就
園
奨
励
費
が
大
幅
に
ア

ッ
プ
。
さ
ら
に
第
三
子
以
降
が
無
償
に
な

り
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
が
一
歩
前
進
し

ま
す
◆
世
の
中
は
不
景
気
に
伴
っ
て
専
業

主
婦
が
減
少
し
て
い
ま
す
。「
新
待
機
児

童
ゼ
ロ
作
戦
」
に
よ
っ
て
低
年
齢
児
の
定

員
枠
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
立
幼
稚

園
も
地
域
や
保
護
者
に
必
要
と
さ
れ
な
け

れ
ば
必
然
と
減
少
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
立
幼
稚
園
は
絶
対
必
要
だ
と

い
う
こ
と
を
我
々
か
ら
発
信
し
て
、
地
域

や
保
護
者
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
れ
に
は
学
校
評
価
の
目
的
で
あ
る

教
育
の
水
準
の
保
証
と
向
上
を
図
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
す
◆
進
級
進
学
と
大

切
な
学
期
。
子
ど
も
た
ち
の
最
善
の
利
益

を
忘
れ
ず
に
幼
稚
園
運
営
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
で
す
。




